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呼吸器感染症に対 し,balofloxacinの 有用性を検討 した。対象は呼吸器感染症5例 。疾患は気

管支肺炎2例,び まん性汎細気管支炎1例 などで,基 礎疾患 ・合併症は4例 に認められた。本剤

投与量 は100mg×2/日 で,投 与期間は10日 であった。起炎菌の検出は経気管吸引法で行った。

臨床効果 は全例 に有効で,臨 床検査値で軽度の好酸球増多を1例 に認めた。以上 より,本 剤 は

呼吸器感染症の治療 に有用な薬剤 になる可能性が示唆 された。
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Balonoxacin(BLFX)は 中 外 製 薬 株 式 会 社 に お い て 新 規

に開発 され た経 口用 ニ ュ ー キ ノ ロ ン系 抗 菌 薬 で あ る 。 本

剤 は グ ラ ム 陽 性 菌,特 にStreptococcus pneumoniae,MRSA,

Enterococcus faecalisな ど に 対 して 強 い 抗 菌 力 を 示 し,ま

たグ ラム 陰 性 菌 に対 して も幅 広 く強 い 抗 菌 力 を示 し,さ

ら に嫌 気 性 菌 に対 し て も強 い 抗 菌 力 を示 す と さ れ て い

る1)。今 回,我 々 は 呼 吸 器 感 染 症 に対 す る 本 剤 の 有 用 性

を検 討 した の で 報 告 す る 。

対 象 は本 治 験 参 加 に 同 意 した 呼 吸 器 感 染 症5例 で あ る

(Table 1)。 年 齢44～75歳,女 性5例 で あ る 。 疾 患 は,

気 管 支 肺 炎2例,び ま ん 性 汎 細 気 管 支 炎(diffuse pan-

bronchiolitis以 下DPB)1例,慢 性 気 管 支 炎1例,気 管 支

拡張 症1例 で あ る。 基 礎 疾 患 ・合 併 症 は4例 に認 め ら れ,

慢 性 副 鼻 腔 炎2例,高 血 圧2例 な どで あ る 。 感 染 症 の 重

症度 は 全 例 中等 症 で あ る 。 起 炎 菌 の 検 索 は経 気 管 吸 引 法

(transtrachealaspiration,以 下TTA)に て 行 っ た 。TTA

に て起 炎 菌 と考 え られ た4菌 種5株 が 検 出 さ れ,菌 別 に

はHaemophilus influenzae 2株,S.pneulmoniae 1株,

Pseudomonas aeruginosa 1株,Moraxella catarrhalis 1株 な

どであった。投与方法は本剤 を1回100mg1日2回 食後

経 口投与 した。投与期間は10日 であった。

臨床効果の判定 は咳嗽 ・喀痰の量及び性状,呼 吸困難

な どの自覚症状,CRP,白 血球数,胸 部X線 な どの諸検

査 を指標 とし,以 下の基準 により4段 階に区分 した。

著効:1週 間以内にほ とんど全ての症状 ・所見が改善

した場合。

有効:著 効基準 に達 していないが,本 剤投与にて十分

な治療効果が得 られた場合。

やや有効:本 剤投与 にて何 らかの改善が得 られた場

合。

無効:改 善が全 く得 られなかった場合。

本剤使用中の副作用 については,臨 床経過 を詳細 に観

察 し,薬 剤によると思われる随伴症状の出現 について検

討 した。また,臨 床検査値異常 に関 しては,投 与前後 に

Table 1. Summary of the cases treated with balofloxacin

TTA: transtracheal aspiration DPB: diffuse panbronchiolitis bid: bis in die
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Table 2. Laboratory findings

*  before

/ after

NT: not tested

お け る血 液 検 査(赤 血 球 数,ヘ モ グ ロ ビ ン,ヘ マ トク リ

ッ ト.白 血 球 数,血 液 像),肝 機 能 検 査(GOT,GPT,

ALP,γ-GTP,TBill),腎 機 能 検 査(BUN,ク レ ア チ ニ ン)

な どの 検 査 を行 い,薬 剤 に よる 影 響 の 有 無 を調 べ た 。

臨 床 効 果 は5例 全 例 に 有 効 で あ っ た 。 副 作 用 は な く,

臨 床 検 査 値 異 常 は1例 に 軽 度 の 好 酸 球 増 多 が 認 め られ た

の み で あ る(Table 2)。

呼 吸 器 感 染 症 の 起 炎 菌 と し て 重 要 な細 菌 はS.pneumo-

niae,H.influenzae,M.catarrhalis,P.aeruginosaな ど で あ

る2)。 呼 吸 器 感 染 症 の 治 療 に と っ て 有 用 な 薬 剤 とは,こ

れ らの 細 菌 に優 れ た 抗 菌 力 を 有 し,か つ 安 全 な 薬 剤 で あ

る こ とで あ る 。 今 回 の検 討 か ら本 剤 は こ れ ら の 菌 に よ る

呼吸器感染症 に対する有効性が示唆 され,ま た,安 全性

において も特 に問題となるものはなかった。

以上 より,本 剤は呼吸器感染症の治療に有用な薬剤 と

なる可能性が示唆 された。
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The usefulness of balofloxacin for treating respiratory tract infections was investigated in 5 patients

(bronchial pneumonia in two and diffuse panbronchiolitis in one). Underlying diseases and complications
were observed in four. The drug was administered at a dose of 100 mg twice a day for 10 days. Pyogenic

bacteria were detected by transtracheal aspiration. The drug was clinically effective in all patients.

Clinical laboratory test values showed slight eosinophilia in one patient. The results suggest that this

drug is useful for treating respiratory tract infections.


